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第１章　計画の策定趣旨及び位置づけ

新潟市地域福祉計画では第２期地域福祉計画の基本理念・基本目標を踏襲しながら、「本市

の現状」や「国の動向」を踏まえ、以下のとおり基本理念と基本目標を定めます。

この基本目標・基本理念は、地域共生社会の実現という考え方を加え、市民全体で取り組ん

でいくことを表現しています。

本市に住み慣れた人も、住み始めたばかりの人も、あるいはこれから住む人も、子どもから

高齢者まで、障がいのある人もない人も「だれも」が本計画の対象です。

そんな「だれも」が、人と人、人と社会がつながり、認め、支えあうことにより、個人の尊

厳と多様性が尊重され、自分らしく地域で暮らし、活躍できる「福祉の都市（まち）『にいが

た』」を、地域住民・地域団体・行政・関係機関を含む「みんな」の力で創造していくという

考え方を表現しています。

地域住民、社会福祉事業者、社会福祉活動従事者（以下「地域住民等」という。）が主体と

なって課題を抱える人に気づき、また、性別や年齢などに関わらず、お互いを認めあい、支え

あうことが大切です。

本人のみでなくその世帯や、自ら声を上げることができない人に気づいて手を差し伸べる意

識を醸成するという考え方を表現しています。

　１　基本理念

　２　基本目標
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みんなで創ろう　だれもが人や社会とつながり　支えあい

自分らしくいきいきと暮らせる福祉の都市（まち）『にいがた』

1　お互いを認めあい、支えあう意識を持った地域づくり
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地域において、福祉・介護・介護予防・保健医療・住まい・就労・教育に関する課題や、日
常生活を営みあらゆる分野の活動に参加する上での課題、社会的孤立といった課題を包括的に
受け止める体制を整備します。
そのうえで、地域住民等や行政といった「だれも」が、地域の一員としてネットワークを作
ることにより、地域住民等が気づいた課題を抱える人・世帯を受け止め、互いに役割や責任を
認識し、対等な立場で協力して支援する地域を作っていくという考え方を表現しています。

地域住民等が、「支える」「支えられる」という一方向の関係性でなく、それぞれの個性を
生かし、役割を持って活躍することのできる地域を作っていくという考え方を表現しています。

「気づき」、「つながり」、「受け止め」、「だれも」が役割を持って活躍し、本人の意思を尊
重した支援を続けるためには、安心・安全に暮らし続けられる地域が必要であり、そのような
地域を作っていくという考え方を表現しています。

２　だれもが地域の一員としてつながり、受け止め、協働する地域づくり

３　地域住民等が役割を持って活躍できる地域づくり

４　自分らしく安心・安全に暮らし続けられる地域づくり

◎基本目標における「地域づくり」の考え方
・「地域」は単にエリアを指すのではなく、その地域の住民・地域コミュニティ協議会

や自治会などの組織及び生活環境を含む意味で使用しています。

・担い手や人材の育成、ネットワークづくりについても、この「地域づくり」に含まれ

ています。


